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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、細胞傷害性リンパ球の細胞質顆粒に由来する、関連のあるセリンプロテアーゼ群に属する。細胞傷害性Tリンパ球（CTL）とナチュラルキラー（NK）細胞は、特定の標的細胞を認識し、結合し、溶解するという優れた能力を共有している。これらの細胞は、表面に「非自己」抗原（通常は細胞内病原体による感染によって生じたペプチドまたはタンパク質）を有する細胞を溶解することで宿主を保護すると考えられている。ここで記述されたタンパク質は、他のグランザイムに存在するN-グリコシル化のためのコンセンサス配列を欠いている。[RefSeq提供、2008年7月],類似性：ペプチダーゼS1ファミリーに属する。グランザイムサブファミリー。,類似性：ペプチダーゼS1ドメインを1つ含む。,組織特異性：肺、脾臓、胸腺、末梢血白血球で発現する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	GRAK抗体を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GRAK抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GRAK抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000希釈のGranzyme Kポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

